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改革を支える財務基盤強化③：授業料、その他の収入

授業料収入

 授業料収入は着実に増加
 2022年度の寄附金運用益は2019年度から140%以上増加
受託研究費等と併せ本学の収入増に大きく寄与

(百万円)
(億円)

2020年度に学部授業料を20％値上げ
2021年度に一部大学院の授業料を20%値上げ

経済的困窮度の高い学生への支援を充実させつつ
2028年度までに６億円の増収を目指す

2028年度までに
学部で４億、
大学院で２億の
増収*を目指す

2028年度までに
10億円程度増収させ
予算規模を20%増にま
で成長させることが目標

*授業料収入、受託研究費等、寄附金、
運用益、雑収入の合計額について
2019年度と比較した場合の増収額

2019 2022

運用益

22百万円

54百万円140%以上
増加 外部有識者を含む資金運用管理委

員会による余裕資金の効率的な運
用により運用益は倍増

 資金運用コンサルタントの活用により
さらなる増加を目指す

*大学院の増収は授業料の規制緩和が前提
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